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当てはまる授業内容 その授業内容に関連する内容 内容についての自分の意見

自由権(精神的自由)
オーストラリアでの16歳未満のSNS
利用禁止

「子どもの心身の健康を守ること」と提起されているが実際
SNSはトラブルなどが起こりやすいことは理解できるが、
使えるものを制限したり、注意喚起をしたりするなど禁止
にはしなくてもいい方法があると思った。

公共の福祉 コロナ禍の時の緊急事態宣言
その緊急事態宣言のお陰で、今現在マスクを外して外に
出ることができている。

公共の福祉
コロナが流行した際の飲食店強制休
業

強制的に休業させて、従わなかった店舗は公表するなどの
ペナルティーがあったのはやりすぎではないかと思った。

プライバシー権
有名な俳優のプライベートを撮影して
しまい逮捕された。

有名な人を見かけても決してその人を撮影してはいけな
いのは当たり前だと思った。

公共の福祉
非喫煙者と喫煙者どちらも守るため
に喫煙の場所を制限

吸いたいときに吸えないと煙がいやなのに近くで吸われて
いるという意見の妥協策が喫煙場所の制限

労働基本権
時間外労働月200時間以上若手医
師の過労死

自由に生きる余裕なかっただろうなと思った

自由権

安楽死
日本では法律的に認められておら
ず、本人や家族の同意があっても実
行すれば嘱託殺人罪になる安楽死。

これは自身の生死の決定の自由が奪われているのではな
いだろうか、生きる権利があるなら死ぬ権利もあるのでは
ないだろうか。

自由権 ツーブロックを禁止する校則

禁止する理由に就職の際に企業からの印象が悪くなるか
らやおしゃれに気が向くと勉強がおろそかになるからとの
ことで企業からの印象は個人の印象はもちろん学校全体
の印象が悪くなるかもしれないからそこは仕方ないと思っ
たけれどおしゃれに気が向くと勉強がおろそかになるとは
限らないとも思った

自由権

タバコを吸う権利
2020年4月1日から改正健康増進法
の全面施行となりタバコを吸えない
場所が大幅に増える。

たばこが命みたいな人からすると吸える場所が減るととて
もイライラすると思う。だけど吸わない人からすると嬉しい
事でもある。体にも悪いし。

自由権
ブラック校則ツーブロック禁止は本当
に必要か？

先生がツーブロックをしていたり髪を染めていたりするの
でなんで自分だけって思うことがある。どうせ大人になった
らできることをなんでさせてくれないのかがわからない。

自由権 ニュースでの発言の自由の規制 ある程度自由の制限は必要だと思う

公共の福祉 公園でボール遊び禁止の張り紙
近隣住民の迷惑になると書いてあるが結局、見てる人が
いないし、近隣に本当に住んでる人が居るのかわからない
ぐらい古びた家が建ち並んでるから正直いらないと思う

自由権

ある地域で、特定のマイノリティグ
ループに対する差別的な発言や行為
が相次いで発生し、社会問題化して
いる。

ヘイトスピーチは、単なる言葉の問題ではなく、社会全体
の構造的な問題を反映しています。個人の自由と社会全
体の秩序とのバランスをどのように考えるべきか、深刻な
問いを投げかけています。

自由権(精神的自由)
学校の校則
女子スカートの長さ膝見えたらだめ

自由が奪われている。

自由権(精神的自由)
学校の校則
触覚を出してはいけない

誰にも迷惑かけてないし自分の自由にさせてほしいとお
もった


